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安
倍
晋
三
政
権
の
検
証
は
大
切
だ
が
難
し

い
。
安
倍
氏
の
強
い
指
導
力
と
そ
の
裏
腹
の

強
引
さ
で
今
も
評
価
が
分
か
れ
る
。
歴
代
最

長
で
出
来
事
が
あ
ま
り
に
多
い
上
に
、
退
任

し
て
間
も
な
い
。
し
か
も
そ
の
二
年
後
に
暗

殺
に
斃た

お

れ
た
。

　

本
格
的
な
検
証
は
外
務
省
に
よ
る
原
則

三
〇
年
後
の
記
録
開
示
を
待
つ
し
か
な
い
の

か
。
し
か
し
そ
れ
も
外
交
分
野
に
限
ら
れ
る

…
…
。
一
記
者
と
し
て
悶
々
と
し
て
い
た
と

こ
ろ
へ
、
こ
の
本
が
出
た
。
大
先
輩
に
尻
を

蹴
っ
飛
ば
さ
れ
た
思
い
だ
。

　

安
倍
政
権
の
検
証
と
し
て
群
を
抜
く
密
度

の
本
書
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
船
橋
氏
の
人

脈
と
取
材
力
の
結
晶
だ
。
安
倍
氏
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
は
、
首
相
退
任
翌
月
の
二
〇
二
〇

年
一
〇
月
か
ら
暗
殺
前
月
の
二
二
年
六
月
ま

で
計
一
九
回
。
取
材
対
象
は
約
三
〇
〇
人
に

の
ぼ
り
、
首
相
側
近
や
官
僚
な
ど
政
局
や
政

策
を
担
う
国
内
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
加
え
、

米
中
韓
な
ど
海
外
に
も
及
ぶ
。

　

船
橋
氏
の
誠
意
は
、
読
者
を
引
き
込
む
べ

く
重
要
な
場
面
の
再
現
に
努
め
る
筆
致
だ
け

で
な
く
、
二
一
あ
る
各
章
末
尾
の
脚
注
に
も

に
じ
む
。さ
ま
ざ
ま
な
事
実
は
誰
へ
の
取
材
、

あ
る
い
は
ど
の
先
行
文
献
に
よ
る
の
か
が
細

か
く
示
さ
れ
る
。
今
後
の
報
道
や
研
究
に
貢

献
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

芥
川
龍
之
介
の
小
説
『
藪
の
中
』
の
よ
う

に
多
面
的
な
安
倍
政
権
の
実
像
に
迫
っ
た
動

機
を
、
船
橋
氏
は
評
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
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こ
う
語
る
。

 ｢
安
倍
氏
は
第
一
次
政
権（
〇
六
～
〇
七
年
）

の
頃
か
ら
、
連
合
国
が
Ａ
級
戦
犯
を
裁
い
た

東
京
裁
判
に
違
和
感
を
示
し
、
第
二
次
政
権

の
当
初
も
引
き
ず
っ
て
い
た
。
そ
の
歴
史
認

識
を
私
は
危
う
い
と
感
じ
て
い
た
が
、
一
五

年
の
戦
後
七
〇
年
首
相
談
話
は
日
本
の
バ
ラ

ス
ト
（
重
し
）
と
な
り
、
安
倍
氏
が
『
大
き

な
政
治
』
に
挑
む
姿
勢
が
見
え
た
。
そ
れ
で

も
国
内
で
は
親
安
倍
と
反
安
倍
に
割
れ
、
冷

静
な
議
論
が
で
き
な
い
状
況
が
続
く
な
か

で
、
安
倍
政
権
の
政
策
と
戦
略
、
統
治
を
検

証
し
よ
う
と
考
え
た｣

息
詰
ま
る
外
国
要
人
と
の
攻
防

　

船
橋
氏
が
こ
だ
わ
っ
た
の
が
、
丹
念
に
集

め
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
ら
の
言
葉
だ
。
各
章
の

中
見
出
し
は
カ
ギ
カ
ッ
コ
（｢｣

）
で
括
ら
れ

た
言
葉
で
示
さ
れ
、
読
者
を
テ
ー
マ
の
核
心

へ
導
く
。

　

例
え
ば
、
安
倍
氏
と
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
と
の
首
脳
会
談
。
二
〇
一
八
年
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
安
倍
氏
は
北
方
四
島
の

領
土
交
渉
を
日
ロ
二
島
ず
つ
の
領
有
で
決
着

さ
せ
る
極
秘
案
の
骨
格
を
示
し
、
日
本
領
の

二
島
に
米
軍
基
地
を
置
か
な
い
よ
う｢

ト
ラ

ン
プ
（
米
大
統
領
）
を
説
得
す
る
自
信
が
あ

る｣

と
伝
え
た
。
応
じ
た
か
に
見
え
た
プ
ー

チ
ン
氏
だ
っ
た
が
、
そ
の
高
揚
感
は
一
九
年

に
モ
ス
ク
ワ
で
会
っ
た
時
に
は
失
せ
て
い

た
。
同
氏
は｢

安
倍
さ
ん
は
失
う
も
の
は
ゼ

ロ
、返
し
て
も
ら
う
だ
け
だ
ろ
う｣

と
語
り
、

交
渉
は
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
と
い
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
や
り
取
り
は
、
来
年
の

大
統
領
復
帰
後
の
日
米
関
係
を
考
え
る
上
で

示
唆
に
富
む
。
一
七
年
に
大
統
領
と
な
っ
た

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
対
北
朝
鮮
を
理
由
に
日
本

が
敵
基
地
攻
撃
能
力
（
打
撃
能
力
）
を
持
つ

よ
う
安
倍
氏
に
再
三
求
め
て
い
た
。

　

安
倍
氏
は
一
八
年
に
来
日
し
た
マ
テ
ィ
ス

米
国
防
長
官
に
、｢

日
本
は
打
撃
能
力
を
持

つ
つ
も
り
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
協
力
し
て
ほ
し

い｣

と
密
か
に
伝
え
た
。
岸
田
政
権
に
な
っ

て
二
二
年
末
に
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
導
入

と
米
国
製
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
購
入
が
決
ま
る

こ
と
に
な
る
。

　

船
橋
氏
は
カ
ギ
カ
ッ
コ
を
駆
使
し
、
戦
後

日
本
で
長
年
対
立
、
停
滞
し
て
き
た
懸
案
を

前
へ
進
め
よ
う
と
し
た
安
倍
氏
の｢

大
き
な

政
治｣

を
描
こ
う
と
す
る
。
た
だ
安
倍
氏
の

そ
う
し
た
姿
勢
は
、
国
会
論
議
や
説
明
責
任

の
軽
視
も
生
み
、長
期
政
権
を
蝕
ん
で
い
く
。

　

安
倍
氏
が
あ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
め
ぐ
り

国
会
で
重
ね
て
き
た
答
弁
が
事
実
と
異
な
る

こ
と
に
気
づ
き
、
退
陣
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

を
物
語
る
カ
ギ
カ
ッ
コ
も
終
盤
に
現
れ
る
。

読
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に｢

安
倍
政
権
の
あ
の
時｣

を
思
い
出
し
、
疑
問
へ
の
答
え
を
見
つ
け
る

だ
ろ
う
。

　

安
倍
政
権
の
挑
戦
と
功
罪
に
向
き
合
う
こ

と
で
、
混
迷
す
る
世
界
の
今
後
を
探
る
。
ヒ

ン
ト
に
満
ち
た
本
書
は
「
調
査
報
道
」（
船

橋
氏
）
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
●




